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(1) 事務事業の目的と指標
① 活動の計画（活動の量・大きさ・規模等）

ア
イ

② 対象（事業は誰・何を対象にしているのかを記載）

ア
イ

③ 目標（この事業によって、対象をどうしたいのか記載）

ア
イ

(2) 指標・総事業費の推移
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事業費計  （A） 千円 0 0 0 0 0 0

一般財源 千円 0

その他 千円 0

地方債 千円 0

国庫支出金

目標値

町内の子供を持つ世帯
町外の子供を持つ世帯

安全安心な暮らしを支えるまちづくり

0

0
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平成30年度
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平成34年度 平成32年度

人

人

子育ての満足度を向上させる。
子育て環境を目的に移住する方を増やす。

名称 単位
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0
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地方債

0

目標値 2

千円

世帯

千円

子供を持つ世帯の塩谷町への移住数

千円

不明

人

町外の世帯数

単位
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1,0001,000

子育てしやすいと答えた割合

不明

人
しおらんどへの年間来場者数

世帯

件

塩谷町こども未来館の設置及び管理に関する要綱

名称 単位
⑤ 対象指標（対象の大きさを表す指標）

⑥ 成果指標（対象における意図の達成度を表す指標）

施設継続希望者数（延べ）

事務事業名 塩谷町こども未来館（しおらんど）管理運営事業

名称

1

子育て支援の充実

平成 30 年度実施 月　作成日： 平成　 31 年　

事後(中間)評価対象事業

11 日

所属課 保健福祉課 担　当

新規事務事業マネジメントシート

項

増渕  恭行

款

星　　育男 担当者名

目 事業 事業コード名

子育て支援担当

こども未来館運営事業
予算科目

関係法令・
条例等

課長名

総
合
計
画

政策名

施策名

会計

子育て世代の育児環境を改善する。

目標値
実績値

人

町内の世帯数 世帯

④ 活動指標（事務事業の活動量を表す指標）
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1

不明

千円

人

件
件

137

世帯

事業期間

財
源
内
訳

150

150

千円

事務事業の概要
（事務事業の内

容を記載）

１　事務事業概要
　昨年、地域おこし協力隊が取り組んでくれた子育て世代へのアンケートや、そのアンケート結果を実行した旧大久保小学校
を活用した「しおらんど」は好評であり、利用者をはじめとして、議会・関係機関から継続の要望が多く寄せられました。町として
もそれらの声を重要視し、新たな子育て支援の事業として塩谷町こども未来館（しおらんど）管理運営事業を企画した次第で
あります。昨年のしおらんどへの来訪者のアンケートを見てみると、最小限の投資でも利用者の満足度は高かったことから、最
小限の施設整備からニーズに合わせて徐々に拡大していければと考えております。場所については旧大久保小学校の2階の
一般教室4部屋と図書室を利用したいと考えております。その他の旧大久保小学校の施設については、今後地元や関係機関
と調整をしながら、しおらんどと合わせた利用ができるよう新たな動きが生まれるよう働きかけは行いたいと思っております。

２　概算事業費
《H30年度》　　・需用費（消耗品・食糧費）　　　 　150,000円
《H31年度》　　・賃金　　　　　　　　　　　　　　　　2,220,000円
　　　　　　　　　・報償費　　   　　　　　　　　　　　　120,000円
　　　　　　　　　・需用費（消耗品・食糧費）　　　 　120,000円
　　　　　　　　　・借り上げ料　　　　　　　　　　　　　　80,000円
　　　　　　　　　・工事請負費　　　　　　　　　　　 8,600,000円
　　　　　　　　　・備品購入費　　　　　　　　　　　　 400,000円        事業費合計　11,570,000円

その他
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３　事前評価結果 事前評価日： 平成 年 月 日

（1） 事前評価者として判断した今後の事業の方向性

１次案のまま採択 下記条件で採択 不採択 差し戻し

４　成果検証 事後(中間)評価日： 平成 年 月 日

（1） 評価結果（今後の方向性)

優(成果大) 良(良好) 可 不可(成果なし・中止・計画変更必要)

(2)　総評 (3)  指示事項

子育て世代の負担軽減のためには施
設を無料で開放する予定であるが、
将来的に定住してもらう事などを考え
れば、税収増加などの間接的な部分
まで考慮した場合に受益と負担のバ
ランスは取れることになると考える。

再評価対象事業

事務事業実施後
の概要

（実施しての効
果、受益者等の
反応、問題点、
課題等を記載）

 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

事後評価結果実施後の状況

子育て環境を整え、子供を持つ世帯
の満足度を向上させる企画であり、将
来的な定住人口の減少に歯止めをか
ける事業であることから、公共関与は
妥当であると判断する。

 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

工事費の計上についてはH31で良い
か悩むところではあるが、最低限の投
資額としてはやむをえないと考える。

 適切

 見直し
 余地あり

事前評価結果説明

H30年11月に実施したしおらんどの評
判がよく利用者や議会からも継続の
希望も多かったことから、その要望に
早く答える必要があることから。

 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

（2）採択条件

① 公共関与の妥当性

4231

(3)指示事項(事務事業に関する指示、事後(中間)評価日程等)

④ 受益と負担との関係

評価項目

有
効
性
評
価

② 着手・実施の必要性

この事務事業をなぜ着手・実施しな
ければならないのか？先延ばしにで
きない理由は何か？

事業の内容は受益と負担との公
平性が考慮されているか？

③ 総事業費の算定根拠

算定にあたってコスト削減策を考え
たか？将来のコスト増要因に対して
対策が考えられているか？

目
的
妥
当
性
評
価

なぜこの事業を町が行わなければな
らないのですか？税金を投入して、
達成するものですか？

公
平
性
評
価

効
率
性
評
価


